
 
 

                                      

                     
「
活
断
層
」
は
あ
る
の
か 

 
 「直

下
活
断
層
」説 

コ
メ
ン
ト
を
控
え
る 

 
 
 
 

保
安
院
審
議
官 

 

主
濱
議
員
は
ま
ず
、
六
ヶ

所
再
処
理
工
場
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
が
耐
震
安
全
性
や
ガ
ラ

ス
固
化
技
術
問
題
で
遅
れ
て

い
る
が
、
特
に
、
最
近
学
会

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
工
場
直

下
の
「
活
断
層
」
の
有
無
に

つ
い
て
政
府
の
見
解
を
求
め

ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
経

産
省
平
岡
英
治
原
子
力
安
全

保
安
院
審
議
官
は
「
日
本
地

球
惑
星
科
学
連
合
大
会
で
の

研
究
グ
ル
ー
プ
の
指
摘
に
つ 

             

い
て
は
、
デ
ー
タ
と
し
て
新

し
い
も
の
が
示
さ
れ
た
よ
う

で
は
な
い
と
思
う
が
詳
細
に

つ
い
て
充
分
把
握
し
て
い
な

い
の
で
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控

え
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

再
処
理
工
場
は
原
発
に
比
較

し
、
「二
ケ
タ
」
多
い
放
射
能

を
出
す 

続
い
て
主
濱
議
員
は
「
再

処
理
工
場
は
、『
原
発
一
年
分

の
放
射
能
を
一
日
で
出
す
』

と
い
う
主
張
や
報
道
が
あ
る

が
本
当
か
？
」
と
質
問
し
ま

し
た
。
同
審
議
官
は
「
多
様

な
核
種
を
単
純
に
比
較
出
来

な
い
が
、
放
射
能
の
強
さ
を

表
す
ベ
ク
レ
ル
で
比
較
す
る

と
再
処
理
工
場
は
原
発
よ
り

『
約
二
ケ
タ
多
く
な
る
』
と

い
う
試
算
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
一
般
公
衆
に
与
え
る

影
響
評
価
で
考
え
る
と
原
発

も
再
処
理
工
場
も
ほ
ぼ
同
水

準
に
な
る
と
い
う
試
算
も
あ

り
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。 

三
陸
漁
場
を
守
る
た
め
に 

農
林
水
産
省
は
強
い
立
場
で 

  

さ
ら
に
主
濱
議
員
は
「
三

陸
は
世
界
三
大
漁
場
の
一
つ

で
あ
り
、
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
な

ど
お
い
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
。
漁
場
を
守
る
立
場

に
あ
る
農
水
省
の
決
意
を
伺

い
た
い
」
と
し
て
若
林
正
俊

農
水
大
臣
に
質
し
ま
し
た
。 

 

若
林
大
臣
は
、
六
ヶ
所
工 

場
は
「
安
全
面
を
確
認
し
な 

                  
 

  
 
 

  

川
田
龍
平
議
員
は
、
再
処

理
工
場
の
直
下
に
「
活
断
層 

の
存
在
」
が
指
摘
さ
れ
、
ガ 

が
ら
、
慎
重
の
上
に
も
慎
重
、

完
璧
を
期
し
て
も
ら
い
た
い
。

漁
業
活
動
を
営
ん
で
い
け
る

よ
う
に
必
要
な
調
査
を
続
け
、

今
後
の
経
過
を
注
視
し
て
参

り
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

こ
の
答
弁
を
受
け
て
主
濱
議

員
は
農
水
大
臣
へ
の
要
望
と

し
て
「
場
合
に
よ
っ
て
は
、

あ
る
い
は
必
要
に
応
じ
て
、

核
燃
施
設
を
、
停
止
す
る
、

こ
う
い
っ
た
強
い
立
場
を
持

っ
て
臨
ん
で
頂
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。 

           

ラ
ス
固
化
技
術
が
未
完
成
で 

と
て
も
実
践
段
階
に
は
進
め

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
今
は
、「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

の
是
非
」
を
問
い
直
す
機
会

と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、

放
射
能
の
規
制
法
や
関
係
す

る
省
庁
の
実
情
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。 

 

放
射
性
廃
棄
物
ア
イ
ア
ン
ク

レ
イ
の
不
法
投
棄 

先
ず
川
田
議
員
は
三
重
県

で
明
る
み
に
出
た
放
射
性
物
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六
月
十
日
開
催
さ
れ
た
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
に
お
い
て

主
濱 

了 

議
員(

岩
手
選
出)

が
再
処
理
工
場
の
海
洋
汚
染
に
つ

い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
同
日
の
環
境
委
員
会
で
も
、
川

田
龍
平
議
員(

東
京
選
出)

が
、
放
射
能
汚
染
を
規
制
す
る
上
で

の
環
境
基
本
法
と
原
子
力
基
本
法
の
関
係
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
。 

 

（参
議
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
録
画
放
送
か
ら
・ま
と
め
・尚
） 

 

主
濱 

了 

議
員 

川
田
龍
平
議
員 



水めがね  

国会で「核燃サイクル・再処理工場の環境汚

染」についてやっと本格的議論がなされた。国

策なので根本的には国会における正確な情報

把握による審議が必要だ。◆川田議員の質問に

対して、鴨下環境大臣は「環境基本法の理念が

原子力基本法にも貫徹される」と答弁し、制定

時のいきさつを再確認した。これは今後の討議

の出発点として意義ある答弁である。しかし、

そのあとの内閣府や文科省担当官の答弁は、現

行の「原子炉等規制法」や「放射線障害防止法」

などで充分という内容で、環境基本法の理念を

受けとめるものではなかった。◆主濱議員の質
問に、原子力安全保安院審議官は、「再処理の

放射能はベクレルで計算すると、一般原発より

『約二ケタ多い』」と認めた。しかし、「その場

合、原発と再処理では核種が異なり単純に比較

できない」と強調した。だが、トリチウムの放

出実績（０７年度）でみても、再処理工場は原

発の濃度規制値の約５００倍（平均）で、『約

二ケタ多い』のである。工場の種類によって規

制が違うこと、また同じ核燃サイクル施設で規

制が違うというのは不合理だ。◆さらに、「再

処理工場の放出放射能が一般公衆に与える影

響は年間０．０２２㍉シーベルト以下」とも答

えた。しかし、これは奇妙な論理である。例え

ば、仮に水銀を多量に海洋へ放出する工場があ

ったとして、工場周辺に住む人達の水銀摂取量

を計算して、「少ないから安全です」と言われ

て住民は納得するだろうか？ ◆「環境の保全

は、人類存続の基盤である環境が将来にわたっ

て維持されるよう適切に行われなければなら

ない」とは環境基本法第３条の言葉である。「放

射能だけは特別」では、到底納得出来ない。 

（永田記） 

質
「
ア
イ
ア
ン
ク
レ
イ
」
の

不
法
廃
棄
の
問
題
に
つ
い
て

取
り
上
げ
、
関
係
す
る
経
産

省
、
文
科
省
・
経
産
省
・
環

境
省
の
対
応
に
つ
い
て
質
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
放
射
能

の
環
境
汚
染
に
つ
い
て
ど
の

法
で
ど
の
省
が
責
任
を
持
つ

べ
き
か
と
質
し
ま
し
た
。 

「三
ヶ
月
平
均
二
五
〇
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
」で
は
放
射

線
量
の
規
制
に
な
ら
な
い 

川
田
議
員
は
、
現
行
法
で

は
海
洋
中
へ
の
ガ
ン
マ
線
放

射
線
量
の
規
制
は
「
三
ヶ
月

平
均
で
二
五
〇
マ
イ
ク
ロ
シ

ー
ベ
ル
ト
」
と
規
制
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
「
一
回
ご

と
で
は
な
く
３
ヶ
月
平
均
」

と
い
う
こ
と
で
結
果
的
に
い

っ
ぺ
ん
に
出
す
こ
と
も
出
来

る
わ
け
で
全
量
放
出
が
可
能 

                 

で
あ
る
。
い
く
ら
線
量
規
制

が
あ
る
と
言
っ
て
も
緩
や
か

過
ぎ
て
「
ザ
ル
規
制
法
」
と

い
わ
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
。

例
え
ば
再
処
理
工
場
か
ら
海

洋
に
放
出
さ
れ
る
ト
リ
チ
ウ

ム
は
、「
三
億
三
〇
〇
〇
万
㍉

シ
ー
ベ
ル
ト
」
で
、
人
一
人

の
年
間
許
容
量
１
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
の
実
に
三
億
三
〇
〇
〇

万
人
分
で
す
。
住
民
の
被
曝

量
０
・
０
２
２
㍉
シ
ー
ベ
ル

ト
の
計
算
値
は
海
藻
の
ヨ
ウ

素
濃
縮
係
数
を
原
発
よ
り
低

く
取
っ
て
あ
る
な
ど
、
疑
問

点
を
計
算
し
直
す
事
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
質
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
鈴
木
経
産
省
保
安
院
次

長
が
国
際
機
関
の
発
表
し
た

濃
縮
係
数
の
出
典
な
ど
を
答

え
ま
し
た
が
全
体
像
は
明
ら 

 

 

               

か
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

放
射
性
物
質
の
環
境
汚
染

に
つ
い
て
も
環
境
基
本
法
の

理
念
が
運
用
さ
れ
る 

鴨
下
環
境
大
臣
答
弁 

川
田
議
員
は
、
環
境
基
本

法
と
原
子
力
基
本
法
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
環
境
基
本
法

策
定
当
時
の
宮
沢
総
理
大
臣

の
答
弁
「
環
境
基
本
法
第
三

条
は
環
境
に
関
す
る
認
識
と

保
全
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
基
本
理
念
を
規
定
し
た

も
の
で
あ
り
放
射
性
物
質
な

ど
の
汚
染
に
つ
い
て
も
当
然

運
用
さ
れ
ま
す
」
と
答
え
て

い
る
点
を
あ
げ
、
そ
の
基
本

姿
勢
は
今
も
変
わ
ら
な
い
か

と
鴨
下
一
郎
環
境
大
臣
に
質

し
ま
し
た
。 

 

鴨
下
大
臣
は
「
環
境
基
本

法
の
基
本
理
念
に
よ
る
認
識 

  

               

と
保
全
の
在
り
方
は
宮
沢
総 

理
の
答
弁
通
り
変
わ
ら
な

い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

原
子
力
基
本
法
に
な
い 

環
境
基
本
法
の
基
本
理
念 

川
田
議
員
は
「
原
子
力
基

本
法
」
に
は
、
環
境
基
本
法

の
第
三
条
「
将
来
世
代
へ
の

配
慮
」
第
四
条
「
環
境
負
荷

の
未
然
防
止
」
第
五
条
「
地

球
環
境
の
維
持
」
に
つ
い
て

は
抜
け
て
い
る
。
こ
の
不
備

を
補
う
た
め
に
関
係
四
省
は

如
何
に
考
え
て
い
る
の
か
を

質
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
文
部
科
学
省
西

川
審
議
官
、
保
安
院
川
原
田

次
長
と
も
に
、「
放
射
線
障
害

防
止
法
」
「
原
子
炉
等
規
制

法
」
で
処
置
整
備
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、
直
ち
に
改
正
の

必
要
は
な
い
と
し
ま
し
た
。 

                 

   

                   

東
京
都
東
久
留
米
市
議
会 

再
処
理
停
止
の 

陳
情
を
採
択 

東
京
都
東
久
留
米
市
議
会

は
六
月
二
四
日
の
本
会
議
で
、

住
民
か
ら
出
さ
れ
て
い
た

「
食
の
安
全
確
保
の
た
め
に

膨
大
な
放
射
能
を
放
出
す
る

『
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
』
稼

働
中
止
と
閉
鎖
を
求
め
る
意

見
書
提
出
陳
情
」
を
多
数
で

採
択
し
ま
し
た
。
提
出
し
た

東
久
留
米
市
の
市
民
団
体
か

ら
、「
提
出
以
来
連
日
署
名
運

動
や
七
千
枚
の
チ
ラ
シ
配
り 

                      

を
行
い
ま
し
た
。
市
民
や
議

員
が
危
機
感
を
持
っ
て
受
け

と
め
て
く
れ
て
、
陳
情
採
択

に
繋
が
り
ま
し
た
」
と
い
う

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。 

岩
手
県
内
請
願
採
択 

さ
ら
に
四
町
議
会 

「
放
射
能
海
洋
放
出
規
制
法

（
仮
称
）
」
の
制
定
を
求
め
る
岩

手
県
内
請
願
は
六
月
議
会
に
お

い
て
矢
巾
、
一
戸
、
岩
泉
、
軽

米
の
四
町
議
会
で
採
択
さ
れ
県

内
三
五
市
町
村
中
三
〇
議
会
と

な
り
ま
し
た
。 

宮
城
県
本
吉
町
議
会
、
気
仙

沼
市
議
会
に
も
請
願
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。 

原
子
力
安
全
保
安
院
・核
燃
サ
イ
ク
ル
安
全
小
委
員
会 

ガ
ラ
ス
固
化
試
験
再
開
を
了
承 

 

六
月
三
〇
日
核
燃
サ
イ
ク
ル
安
全
小
委
員
会
は
、
白
金
族
類

が
炉
底
に
付
着
し
て
不
具
合
を
生
じ
て
中
断
し
て
い
た
「
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
試
験
」
に
つ
い
て
、
原
燃
の
提

出
し
た
「
報
告
書
」
を
妥
当
と
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
再
開
を

認
め
ま
し
た
。「
報
告
書
」
で
は
「
白
金
族
元
素
の
入
ら
な
い
『
調

整
液
』
を
混
ぜ
て
、
連
続
処
理
・
洗
浄
運
転
に
よ
り
一
定
目
標

数
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
作
れ
ば
安
定
的
運
転
と
見
な
す
」
と
し

て
お
り
、
試
験
合
格
の
ラ
イ
ン
を
極
端
に
下
げ
て
の
了
承
で
す
。 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
蓄
積
と
未
確
立
の
ガ
ラ
ス
固
化
技
術 

 

危
険
な
事
態
の
回
避
こ
そ
安
全
保
安
院
の
任
務 

 

『
安
全
小
委
員
会
』
で
緊
急
審
議
す
べ
き
は
、
ガ
ラ
ス
固
化
の
技
術

は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
推
定
二
百
㌔
㍑
も
の
「高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
」が
溜
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。「
直
下
に
活
断
層
」
説
と
共
に
、
危

険
な
事
態
の
回
避
こ
そ
が
保
安
院
の
任
務
で
す
。
同
日
、
市
民
団
体
は

経
産
省
の
会
場
に
駆
け
つ
け
抗
議
行
動
を
行
い
ま
し
た
。 

固
化
試
験
再
開
、
す
ぐ
に
不
具
合
、
中
断 

◆
七
月
三
日
夜
、
報
道
各
社
は
、
日
本
原
燃
は
二
日
に
再
開
し
た
ば
か

り
の
ガ
ラ
ス
固
化
試
験
を
、
不
具
合
（
ガ
ラ
ス
流
下
が
出
来
な
い
）
に

よ
り
三
日
正
午
に
中
断
し
、
国
に
報
告
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。 


